
地区防災計画の見直し

平成23年度に

光町自治会 地区防災計画書を策定

平成20年に市と防災推進地区の

協定締結後

しかし・・・

・その後の活動の停滞

・地区本部設置場所の検討が為されず

市立第２小学校に参集すればよいという

公助頼みの状況
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安全カード 使用要領書

表面 裏面 表面 裏面

使用方法として
・発災時にドアノブ等に掲示して、自治会班長の情報収集に協力する。
・掲示されていない会員宅を、要注意住宅として、声掛けをする。
・在宅避難者への支援体制の有効活用を図る。

防災活動を活発化させるために

①平成31年 安全カード作成 全戸配布
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防災マップの説明 裏面に避難要領を記載した。

旧マップに対して

・ 屋外に設置された、消火器・消火栓の位置を再確認し、記入した。

・ 裏面に発災時に、特に必要と思われる情報を、まとめて記載した。

②令和２年防災マップの更新 全戸配布
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③令和３年 地区防災計画の見直し

もみじ公園を地区本部の拠点に

光町北部自治会地区防災計画書全般の見直しは時間と労力
がかかる為、上記を大きな変更点とし、その他は微修正を
行った。また、各会員と連携を図る為、回覧板・班長会
議・防災避難訓練等を繰り返し開催し浸透を図ること、消
火器・消火栓等の設置個所の再確認を図ることも確認した
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